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●●●編集後記
▶今回の号内特集はアミロイドPETについてです。さまざまな角度から言
及されていますので，ぜひともご一読ください。昨年の10月号の編集後
記を担当させていただいた際に，“数日前にエーザイのアルツハイマー型認
知症治療薬のレカネマブが日本でも承認されたとのニュースが届きました。
これに伴いアミロイドPETの保険収載がほぼ確実と予想されます。これま
で検査しても治療法がないという理由で何度申請しても収載が見送られて
きた経緯があり，こちらも関係者の切なる願いです。ぜひとも実現してほし
いものです”とコメントしました。とうとうその時がやってきました。日本核医
学会創立 60周年記念の年に核医学検査も新しい時代を迎えたといえる
でしょう。高額な治療法ですので，アミロイドPETが適切に使用され，医
療経済にも貢献することに期待します。
▶今わたしは日本循環器学会に参加するため，神戸に移動する東海道新
幹線の車内でこの編集後記を書いています。わたしも本日（2024 年 3
月9日）で60歳になりました。とうとう還暦です。何とも複雑な思いです。
1964 年に生まれたものは，①わたし（3月），②東海道新幹線（10月），
③日本核医学会（11月）です。奇しくも11月に創立 60周年を迎える
日本核医学会の学術総会を同月に主催することになりました。アミロイド
PETも含めて核医学の新しい風を感じていただけるような総会になるよう，
準備に尽力しております。最終日の11月9日（土）の午前には日本核
医学会創立 60周年記念講演を企画しました。現職の学会理事長の絹
谷清剛先生とともに，ゲスト演者としてHeartseed社の福田恵一CEOを
お迎えします。福田先生は前・慶應義塾大学医学部循環器内科学教授
で，退職されてからは医療ベンチャーのCEOとして，iPS細胞から作成し
た心筋球を用いた心不全治療の研究をされています。注目されているこの
研究の話題とともに，アカデミアから医療ベンチャーに移られた背景などに
ついてもお話しいただきます。多くの方々のご参加をお待ちしております。
� 橋本　順
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